
4 野 菜連作 障害の実態 とその対策

(農 試  技 術 部  環 境部 )

一―露地栽培におけるレクス、短根にん じんを中心 として
一

野菜は連作障害が出やすい。とくにレタス,短根にんじんは障

害が出やすい。連作障害の対策としては普通作物との輪作に勝

るものはないが,堆厩肥の多用,適正施肥,PH矯 正,薬剤処理

等によりある程度の効果は期待出来る。

( 1 ) 背景 とね らい

近年,生 産性の高い中間地域型農業の進行に伴い,ま すます高収益作物,と りわけ野菜作に対す

る期待が増大している中で,野 菜専作化になける連作障害の発生が多くなってきて
いる。

このため,野 菜生産を更に推進するにあたって違作障害の実態を把握し,軽 減対策の資にしよう

とするものである。

(2)技  術  内  容

1)連 作障害の実態

0 野 菜間の短期連作,多 肥,多 農薬,無 堆肥栽培が多くなっており,こ のため,土 壊環境が悪

化 (りん酸,力 りの過剰,塩 基の不均衡 )し病害虫の発生等多くなってきて
いる。

(イ)野 菜及び普通作物とも連作すると2年 目から減収傾向が認められるが,野 菜
の減収比率は,

普通作物の減収比率より大きい。

とくに,レ タス,短 根にんじんは 2～ 3違作目から急激に減収する。

191 普通作物との輪作におけるレタス,短 根にんじんについては,連 作した場合
より収量,品 質

及び耐病性とも高い。又,輪 作対象作物が大豆の場合は後作における雑草の抑制効果が高
い。

l■l 野菜遠縁種の交互作においては普通作物を組入れた輪作に次ぐ効果がみら
れる。

2)連 作障害軽減対策

の 普 通作物との輪作の励行

の 麹 像種野菜 (レ グス ・にんじん等 )の交互作,但 し,2～ 3年が限度

(ウ)有 機質多用と土壊診断による適正施肥の励行

l・l は くさい根こぶ病1/C対しては移植,PH矯 正, 薬剤処理 (PCNB粉 剤
,TDN粉 剤 )等の励

行。

13)試 験成績の概要

1)連 作障害の実態調査

0 -戸 町奥中山地区 (昭 53)
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昭和 40年 頃から経済性の高い野菜が導入され1現 在レタス ・短根にんじん ・スイ
ー トコーンの

作付様式が主体となっているが,レ タス,短 根にんじん軟腐病,レ グスすそ枯病,ア プラナ科野菜

の根こぶ病などの発生が増加している。 レグスやキィベツはスイー トヨーンの跡地で病害が少なく

良好である。有機物補給のための各種野菜残澄のすき込みやキィベツ,は くさいの跡地は,レ グス

にん じんの発芽が悪い。

表土を排土した圃場は,レ グスの病害発生は少ないが年数の経過に伴い発生す るようになってい

る。

竹)遠 野市上郷地区 (昭 53)

奥中山地区と同様経済性の高い作物が栽増され,野 菜の種類が多く農家の作付方式は多種多様で

ある。 しかし土壊改造資材投入と関連 して短期輪作や連作化の傾向があり,レ グス菌核病,レ グス

すそ枯病,ア プラナ科根こぶ病など土壊病害が多発している。

とくにアプラナ科根こぶ病は,圃 場衛生管理の不徹底などから,汚 染圃場は増加 してお り,薬 剤

による防除だけでは実効の現われない事例が出ている。

連作 したレタスは輸送時に原因不明の芯腐れが多発している。

lpl 岩手町 ,久 保地区 (昭 55)

昭和 30年 代の 「ナンブカンラン」の産地であり現在 もはくさい,キ すベツ等の葉菜類の作付が

多い地域であるが, 10年 程前から根菜,果 菜類が導入され,作 目は多様化 している。定なった作

付方式はみられず ,野 菜間の短期輪作が行なわれている。

堆厩肥の投入,青 刈作物のすき込み,深 耕など地力維持 に心がけているが,野 菜の作付割合が高

いことから,病 害虫の発生 ,品 質低下が目立ち,特 にアブラナ科野菜の根こぶ病は被害面積 も多く,

対応策に苦慮している。

働 県 内野菜等畑土壊の化学性 (昭 47～ 55).

昭禾口47年 からの地力保全調査事業のなかでの農業団地等の調査から野菜地帯を中心になとめて

みると塩基は普通畑に比較すると一般に高 く,有 効 リン酸 も富化されている。特に加里の宮化が多

い傾向であり,MgO/K20比 が 2以下の ものが多い。

志和のきゅうり,お よび住田のいちご連作地帯では,い ずれも連作年数が増すほど塩基の増大傾

向が認められ,む しろ過剰傾向になっている。

表 1 レ グスすそ枯病罹病度及び根部褐変程度の比較             (昭 53)

区 男ll
すそ枯病

雇 黄 唐

根部栂変程度 根 部 室
備 考

主根 細 根 主 根 細根

遠野市
黒ほ く火山灰土壊

連 作 66.7 十 ‖ 23.8 14.9 主根分岐 あ り

農 試
黒ほ く火山灰土壊

非違作 20.0 ヤ 十 16.5 12.0

連 作 40.0 十 キ 11.7 18.1
主根の分岐数本
細根に根こぶ (セ ンチュウ)多
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2)長 期連 ・輪作と収量変動

働 試 験年次・場所   昭 和 48～ 56年
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試験名 :連作基礎試験

( % )
110

100

90

80

7o

60

( % )

100

90

80  均
待

70  T/F

6 0  対

50  ,ヒ

40

( % )
100

90

8 0  輪

7 0  作

6 0  対

50   ,ヒ

40

輪

作

対

比

０

　

　

　

　

０

　

　

　

　

０

３

　

　

　

２

　

　

　

１

大

豆
　
（
子
夫
重
）

凡例

鵬車対連作

匡コ 論作

連作 5ケ年平均

(80 . 8 )

。ヽ

( 6 3 . 6 )

連作6か年平均｀`
、、    輪 作対比｀
、ヽ    /                               (68.9)

連作 6か 年平均

-93-



レタス (結球重 )耗

0。4

0。3

0 . 2

0 , 1

0 . 3

0 , 2

0 . 1

均F   51    52     53

試験名 有 機物施用によ

54    55    56

る障害回避試験 (平 均収量 )

比

0 。3 .

0 . 2

る土壊環境

平均収量 ) 0。 1

試験名 化 学肥料1/Cよ

の改善試験 (

均F   52     53

図 4 連 作やさいの収量経年変化 (農試本場 )

竹) 結 果 の 要 約

① 畑 稲,大豆,ば れいしょはいずれも連作により滅収しており練作9年 目の収量は輪作,対 比

で,畑稲,大豆がおよそ40%,ば れいしとは60%で ある。

② 畑稲,大豆の主要な減収要因は,病害虫(立枯性障害,シストセンチュウ)によるものであ

った。

③  レ タス,短 根にんじんでは違作 2～ 3年 目から急激な収量低下を示 し,特 にレタスの減収傾

向は短根にん じんに比べ著 しい。

④ 野 菜連作による土疑化学性は塩基類有効燐酸ともに年々減少する傾向にあるが輪作区では塩

基類が高めrC維持されている。

短根人参 (正 常眼

短根人参 (
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3)普 通作物の導入によ

の 試 験年次,場所

竹)試 験区の構成

lk7/a)

(ウ)耕 種概要

凡例

申 5 3 年

|||||IB 54
/////2 55

1      1 56

Nはヒ連
1作」 4ヾ5が 7作8910ノ

る障害の除去

昭和 52～ 56年   農 試本場
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図 7 レ グス,に んじんの年次別上物収量推移

区 番 初年目(52) 2 年 目( 5 3 ) 3 年 目( 5 4 ) 4年 目 ( 5 5 ) 5年 目( 5 6 )

Na   l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

レグス

にん じん

レタス

レタス

にん じん

にん じん

大  豆

とうもろこ

レグス

にん じん

(2)

〔2)

し

　

閉

レ グ ス

にんじん

大  豆

レタス

大   豆

レタス

レグス

にんじん

にんじん

レ グス

(2)

(2)

(2,

隣ゴ
レグス   テ

|

にん じん
  |

にん じん   彦

とうもろこ

大    豆
|

にん じん

白菜

|

レグス  {2)

にん じん

とうもろこし

レグス

にうもろこし

レグス
|

にん じん  男

レタス   矛

大    豆

にん じん (2)

レグス

にん じん

レグス

レグス

にん じん

にん じん

レグス

レタス

レグス

にん じん

(2)

{2)

名物作 播 種 期 栽植密度
施肥料 (レ名)

N P202 K20 普通項 目

レ タス

( グ レ
ー トレー クス 3 6 6 )

春播 4月下旬
夏播移種

50al X 30Cれ

9230Bフ イルム
1.6+0。 4 1.5 1.6fO。 4

イ圭月巴 120

ヨーリン
1 0

炭 カル

10

にん じん (MS春 播 5寸 ) 5月下旬 5∝れ X10卸
112+04

■0.4
1.5
1 . 2 + 0 . 4

0 . 4

導入作物 :小麦 (ナ ンプ小麦,大 豆 (白 目長葉 ),と うもろこし(J―夕巧ツクロス
″ミング
‐
ム)

55, 56年 は,に ん じんの生育初期における立枯性障害に対 し,ポリオキシ/ALを 散布
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( レ グス (にん じん )

図 8 普 通作物導入とレグス ・にんじんの品質比較

レグス ) (に ん じん )

図 9 普 通作物の導入とレタス,に ん じの雑草発生
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表 2 普 通作物導入とレタス,に んじんの発害発生
昭 53

区

番

号

8 月 1 0 日 区

番

号

8 月 1 8 日 区

番

号

11 月  21 日

レタスすそ枯病
にん じん黒葉枯病発病葉率

レ グス班 点病
レ グス 暦

敗病株率発病株率 罹病度 発病株率 罹病度

Na l

7

10

9 6 , 7 %

860

53,3

53.0

30.4

1 5 . 4

Nl1 2

8

9

2990 %

28.1

48.8

Nは 1

4

6

100.0%

97.5

82.5

7 8 , 3

5 5 , 0

3 2 . 5

40.0%

20.0

2 . 5

昭 54

区

番

号

7 月 2 6 日 区

番

号

7 月 2 6 日 区

巻

号

1 1 月 9 日

にんじん黒葉枯病発病葉率
レタスすそ枯病 (夏 どり) レグス班点病 (秋 どり)

発病株率 羅 病 度 発病株率 罹病支

Nは2

5

6

10

49。4 %

44.5

33.6

28.3

Nは1

3

4

38,0%

26,0

42.0

28.0

27.2

30.0

M l  l

3

100.0%

86.0

58,7

42.7

※細菌性腐敗病

(昭 55)

区

番

号

7 月 2 4 日

レタスすそ枯病 レグス班点病

発病株率 罹病度 発病株率 曜病度

Nl1 1

8

10

62.5

85.0

72.5

3 3 . 0

4 1 . 5

36.0

100.0%

0 . 0

0 , 0

57.0

0 . 0

0 . 0

表 3 運 輸作 3～ 5年 目跡地土疑化学性

ブ
PH(H20) T一 N

( % )
5 5 跡

換 性 塩 基 ( 呼)
有効燐酸(呼) 燐 吸

5 5 跡54跡 5 6 跡
Ca0 MgO K20

54跡 56跡 54鼠亦 56跡 54毘亦 56跡 54跡 56i亦

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

5.50

6.00

5.82

6.21

6.05

6.26

5.80

6.10

5.50

5,03

5.90

6 . 1 0

5.80

5 . 8 0

0,556

0.494

0.494

0 . 5 1 5

0.494

0 , 5 1 5

0.576

0。550

0.391

0 . 6 1 8

187

178

196

232

157

259

186

2o5

162

174

239

257

236

216

9

23

15

20

17

27

18

24

12

20

23

31

24

18

２０

２０

２。

２２

８０

２６

・６

２０

２４

８０

16

13

16

14

7.4

2,3

5.0

4,2

2.4

3.1

8.3

2.3

5.0

4.8

9.9

8 . 6

1 2 . 2

12.2

1.944

2.160

1.974

11975

2.144

2.128

2.142

1.910

2.056

2.140
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l■l 結果の要約

① 違 作 2年 目からレタス,短 根にんじんの収量,品 質低下がみられ,レ タスでは違作4年 目で

出荷率ゼロとなった。

② 普 通作物を組み入れた輪作の収量,品 質はいずれも連作を上廻ったが,導 入作物別の効果は

明らかではなかった。

③ 55, 56年 で,レ グス,に んじんの交互作区で普通作物導入区より高い収量となった。

④ 雑 草,病 害発生は,概 して輪作区で少なかった。特に前作物が大豆の場合,達 作対比で明ら

かに雑草量の低下が認められた。

③ 3ケ 年, 5ケ年跡地上壊の化学性は連輪作での差は明らかでないが, 5ケ 年跡 (56年 短

根人参 )でみるとK20は やや減少傾向,P205は やや増加傾向にある。

4)地 力増強による障害の除去

の 試 験課題名,年 次,場 所

① 有 機物施用rCょる障害の回避    昭 和 52～ 56年  農 試本場

有機物種類 施用量 (kP/a) 備 考

無 施  用

厩 】巴

稲 わ  ら

緑 思巴

豚 糞

200

400

100

250～ 600

200

有機物は連用

但し緑肥は 53年 まで

(青メJエン麦,レーフ
・
)

豚糞は洗脱豚糞

② 化 学肥料による土壌環境の改善   昭 和52～ 56年  農 試本場

試験区の構成

供試作物

(短根にん じん )
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有

リ

目標値(りれ0夕)
備  考

CaO Mg0 P2q

１

２

３
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５

６

７

８

少

多

少

中

多

少
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200
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51～ 56年

２

　

　

　

　

１

０

　

　

　

　

０

試験名

有機物施用による

障害回避試験

試験名

化学肥料による土壊
環境の改善

供試作物

短根人参

(正常根収量 )

名

0 . 4

0 . 3

0 _ 2

0 , 1

拓

0 . 3

0 . 2

0 1

t / a

0 3

0 . 2

0 . 1

52～ 56年

無施用  厩 肥  厩 肥  稲 わら  緑 肥   豚 糞
0 . 2 し   0 , 4 t     O . l t            o . 2 1

図 10 有 機物の種類 と連作やさいの収量経年変化 (農試本場 )

t: 号を
ば拭脊多

レグス (結球重 )

塩基の多少

中

塩基有効 リン酸の多少



短根人参
(正常根 )

土壊改造有無と長期連作やさいの収量性 (連 作基礎試験 )

53   54   55   56

(6作)(7T/Fl(8作)(9作 )

53   54   55   56

(6作)(7TTl(8作 )0作 )

ンニク (球重 )

5 2 -―――‐‐55    5 6

(5TTl  (8作 )(9作)

％

０・３　
０・２

0.1

救改雄物彰遡

11図  土 壊化学性と違作やさいの収量経年変化 (農 試本場 )

0 結 果の要約

① 堆 厩肥 2～ 4tの 連用の効果は, レグスでは 4作 目まで認められるが,短根にんじんでは明

らかでない。その他の有機物の効果は判然としない。

② 化 学肥料1/Cよる土慶環境の改善効果は,短根にんじんの3作以降の収量低下を,塩基有効り

/酸の富化でわずかながら軽滅できるにすぎない。

③ 土 壊改造の効果は長期連作 (6作 以上 )で もレグス,短根にんじんで若干認められている。

エンニクは 5作 目から収穫ゼロとなったが低PH,低 塩基が原因と考えられた。

表4 跡 地土壊の化学性

作  目 年 次 処  理
PH

(H20)

置換性塩基呼 効
ン
町

有
り
酸

年  次 処 理
P H

(H20)

置換性塩基呼 効

ン
η

有
り
酸CaO 地 0 K20 CaO MgO K2C

レ タ ス

5 3

(6作目)

未改造

改 造

4 . 6

5 . 1

３

　

　

１

１

　

　

９

３

　

８

７

　

４

２

　

３

8 , 4

8 . 4

5 6

(9作 目)

未改造

攻 造

5 。4

5 . 7

４

　

　

９

崎

　

抑

５

　

　

０

‐８

　

２６

2 . 6

2 . 5

5 4

(7作目)

未改造

改 造

5 . 0

5 。5

１

　

　

４

７

　

　

６

２

　

　

８

７

　

　

６

5 . 6

6 . 5

エンニク

5 3

( 6 作君 )

未改造

改 造

4 . 2

4 . 5

３

　

　

６

６

　

　

９

３

　

　

３

８

　

　

２

１

　

　

９
一

1 1 . 2

18.0

5 6

( 9御 )

未改造

改 造

5 . 7

5 。7

８

　

　

３

２ ‐

　

２４ 引
５

　

　

９

6 . 6

13.2

5 4

(7作目)

未改造

改 造

4 , 4

4 . 5

５

　

　

３

２

　

　

３

２

　

　

２

８

　

　

９

7 . 6

8 . 0

※ニンニク :55秋 作付前ようりん施用
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5)連 作障害懐芸対策

の 障 害発生後の耕種的対応 農 試本場 (55～ 56

① 普 通作物導入による障害の除去試験

試験区の構成

区番号 作 物 連作年数 処 理  条  件 区番号 作 物 連作年数 処 理 条 件

N81

2

3

4

5

6

レクス

( 2 )

3 年

( 6 作 )

無 処 理

青刈作物 (エ ンパク )

石灰N(7.6り /a)

堆肥多投(300kP/a)

深 耕(25～ 31御 )

Nは7

8

9

10

1 1

1 2

にん じん

3～ 4年

( 3作 )
!

( ( 4作 )

無 処  理

青刈作物 (エンくク)

石灰N(57し /a)

堆肥多投(300k/a)

深 耕 (25～ 3M

輪 作 輪 作

K2/a %
病害罹病度

40

3 0

2 0

10

⑤  ⑥       ①  ③  ④

図 12 レ タスにかける結果 (昭 55)

k/な

400

300

200

100

①  ⑫   O  ③ ① ①

図 13 短 根人参における結果 (昭 55～ 36)

― すそ枯病

X――X班 点 病

k夕
を

400

300

200

100

中申　　［巾帥帥帥帥中根一Ｌ勒重
- 1 0 1 -



8 0

60

40

2 0

0

② や さい多違作後の処理効果 (昭 56)

レタス (結球重 )

短根人参 (正 常根重 )

― ― ″
   ―      ―       ―     ―

無施用   厩 肥    厩 肥    稲 わら    緑 肥

0.2t 0.4t        O.lt

図 14 有 機物施用による障害回避試験

連
作

無 石
処 灰
理 N

輪
作
　
無
処
理

劇 皿

一  ―

豚糞    6区 平均

0 . 2 t

-102-



短根人参 (中 間調査 )

k7/100個
体

石
灰

Ｎ

ク

ロ

ピ

ク

無
処
理

⑥

多

多

②⑤

少

多

①。

少

少

⑥

Ｐ

Ｂ

ｒ

ｉ

て

―

ヽ

度決肥

④ ③

多

少

③ 56年 区番

P:燐 酸
B:塩 基

図 15 化 学肥料による土壊環境の改善試験

lT)は くさい根こポ病に対する処理効果 現 地農試本場 (55～ 56)

表 5 昭 和 55年 度試験結果

移植の効果 (岩 手県現地試験 )

結球率

( % )

a 当 収 益 平均一

球 重 (夕)

重部
　
υ

根 地上部重

地下部重
発病状況

全 重 (し) 結球重 (k,)

播
　
植

直
　
移

１
　
　
２

０

　

０７

．　
　
７３２

．　
　
５０

．　
　
２４７

一
　

　

６０ 5.8

甚

　

多

上壊 PH矯 正区分
土壌 P H 測 定 結果 葉数

( % )

生葉重

(夕)

雛

率∽)
発病度

播種前(7炉ン9日) 跡 地 (8ル 43日 )

2N一H2S0 1002/L5呼

″     52陀 ///  ″

原  土

CaC0  81夕 /± 5峰

″       30夕/// 〃

″     120)/士 _″

4.69

4.98

5.81

7.13

7.46

7.78

4.59

4.72

4.90

5.56

6 . 1 1

7.67

5。3

5 . 6

5 . 0

4 , 9

4 . 5

5 . 5

7 . 6

8 . 3

7 . 4

6 . 4

6 . 6

1 0 . 0

100

100

100

100

100

34.9

100

100

98.5

96.1

93.0

7 . 0
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CDUお よび薬剤施用と発病

区制        項
 目 草 丈 l a l莱 教 微 ) 生 葉 重の 発病株率∽ 発 病  受

l CDU  5夕 /ボ ット当 り

2 CDU 10タ ノ/  ″

3 CDU 20夕 /  ″

4 CDU20夕 十重焼 りん 10タ

5石 灰N 10タ

6  P C N B 粉斉J ( 2 0 % ) 1 0 汐

7 TPN粉 剤(10%)10フ

8 無  処  理

1 3 . 2

1 6 . 1

20.4

21.6

2o,4

1 4 . 8

1 3 . 2

1 1 . 1

6 . 1

7.1

8 . 3

9 , 0

7 . 6

6 . 7

6。2

4 . 9

6 . 3

9 . 8

20。4

24.9

1 4 . 8

8 . 4

5 . 0

3 . 8

100

100

94.8

75.7

74.2

2 . 4

6 . 5

1 0 0

100

94.2

62.4

47.8

44_8

1 . 4

3 . 9

97.0

土 壊 PH矯 正資材添加料
土 壊 PH

発病株客lta
根 こぶ

指 数播種時 (7炉レ 6日) 跡 地 (8n/36日

A  土  壊

2 N・H 2 S 0 3路

原  土

炭 カル   3 6み /″

4.82

6.10

7 . 1 4

4.88

5,97

7 , 1 3

90,1

75.0

0

2.10

1,31

0

B 土 壊

2 N・H 2 S 0 3 6ジ
歓畜3

原 土

炭カル  48夕 /″

4.72

5.83

7.08

4.83

5.72

7.35

100.0

97,9

1 8 . 9

2.83

2.73

0,25

表 6 昭 オロ56年 度試験結果

PH矯 正と発病

表 7 昭 和 56年 度試験結烈 2)

クロルピクリン消毒士に対する接種試験

( 3月 29日 調査 )

(注)

A土 壊 (少発生・赤土 )

B土壊 (多:強い 黒土 )

上壊の多湿と発病

区  別 土 壊 草 丈 葉 数 根 長 発病株率 根こぶ指数

適  湿
A土  壊

B  ″

1 9 . 6  C m

20.8

7 . 5 枚

7 . 1

11.6 θπ

8.0

0

100.0

0

2.00

多 湿
A土  壊

B  ″

1 3 . 2

1 7 . 4

5 , 9

6 . 7

5 . 6

4 . 5

100.0

100.0

1.60

3. 0

接種の有無 土 壊 発病株率 根 こぶ指数

無
小

A土 壊

B ″

3 . 8 %

0

0,08

0

有
A土 壊

B ″

53.8

100.0

0.54

2.28
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lpl 結果の要約

① 障 害発生後 (連作 3年 目),い くつかの耕極的処理を行った結果,無処理区に比
ぺ石灰N>青

刈エン麦すき込み>深 耕 =堆肥多投の順で効果がみられたが,輪作に勝るものはなかった。

② 試 験開始以前 (昭 48)か らやさいを作付している長期連作ほ場レグ
ス(6年 6作 目),短 根

にんじん (5年 5作 目)にかける石灰N,ク ロロビクリン,輪作等の処理効果はある程度認めら

れたが,標 準的収量水準にははるかに及ばないものであった。

③ は くさい根こお:病多発の現地ほ場にないて移植,PH矯 正,薬剤処理等の効果が認めら
れる。ま

た現地で近接して根こおt病多発土壌,少発土壊の存在が認められ,そ の原因究明のため,土 壊の

理化学的特性,■壊微生物相等の面から解析中である。
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